




































お わ り に












































関を示した（OECD「The future of money」p137）。
2) 金融庁金融研究センター「シャドーバンキングの発展とそのリスクの蓄積，日本のシャ
ドーバンキング・セクター」 2頁。
3) Paul McCulley が書いた論文――「Teton Reﬂections」における定義は : ｢the“shadow
banking system”‒ the whole alphabet soup of levered up nonbank investment conduits,
vehicles, and structures」。http://www.pimco.com/EN/Insights/Pages/GCBF％20August-
％20September％202007.aspx（2014年 8月24日最終閲覧）
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5) Paul McCulley「The Shadow Banking System and HymanMinsky’s Economic Journey」
1頁。
http: //media. pimco-global. com/pdfs/pdf/GCB Focus May 09. pdf?WT. cg_n=PIMCO-
US&WT.ti=GCB Focus May 09.pdf（2014年 8月24日最終閲覧）






































8) FSBの報告「Shadow Banking : Scoping the Issues」（Apr 2011）（FSB（2011a）） 2頁。
9) 前掲（注 8） 2頁。
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11) 中国でも「影子銀行」と称される。




14) 李欣偉・宋嬌「影子銀行 :中国金融穏定的監管重点」中国人民大学編集『現代金融 :理
論探索与中国実践』（中国人民大学出版社，2014年）190頁。
15) 前掲（注14）191頁。
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21) 三菱東京 UFJ 銀行（中国）有限公司トランザクションバンキング部中国調査室「中国
のシャドーバンキングについての考察∼銀行理財商品や信託融資を中心に」BTMU
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43) 国家発展改革委員会（略称 : ｢発改委」）は，国務院の直轄下にあり，経済と社会の政策
の研究，経済のマクロ調整などを行う。経済政策を一手に握る職務的重要性から小国務院
とも呼ばれている。
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57) 銀信理財商品については，具体的に本文の第Ⅱ部分を参照。
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64) 黄志云「我国商業銀行理財産品発展現状及対策分析」金融教育研究2012年03期36頁。























































































































































































































































る。中央経済工作会議の主な任務は，○1 1 年間の経済実績の総括，○2 国内外における経済
状況の変化への対応，○3 マクロ経済発展計画の制定，○4来年の経済業務の手配などである。























































































































投資領域 発行数（本) 発行額（億人民元) 量的比率
金融商品 13,158 13,843.31 99.97％
企業融資 98 1.72 0.01％
不動産 1 0.58 0.00％
インフラ 8 1.43 0.01％
その他 1 0.72 0.01％
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1 年 3.00 3.30
2 年 3.75 4.13
3 年 4.25 4.68
5 年 4.75 5.23
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りする可能性が出てきたと予告されたのである。銀信理財商品は，中国版
シャドーバンキングの代表として，シャドーバンキングに共通の問題点で
あるシステミック・リスク，或いは規制アービトラージに対する懸念をも
たらす等の様々な特有の問題点がある。まずは，融資スキームにおける信
託会社の権利・義務，商業銀行の位置付けの不明確さによる信託会社の当
事者能力の低下，そして，財産の分別管理・情報開示等の不十分さに関連
する問題点である。次いで，監督について，統一的な「信託業法」の未整
備等により，発生した法令の雑多，監督の混乱，資産管理市場の不統一等
に関連する問題点である。したがって，銀信理財商品に関する問題点の解
決，効果的な監督の保障という課題は，中国版シャドーバンキングの監督
及び金融市場の安定に深く関係すると言えよう。この重要な課題は，別稿
で改めて論じていきたい。
中国のシャドーバンキング及び銀信理財商品にかかる諸問題（李)
305 ( )1425
